
山本　孝三

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

いきいき百歳体操（阿多田島にて）

山本　孝三
　●介護保険制度について
　●マイナンバー制度について

北地　範久
　●大願寺地区造成事業の現状について
　●都市計画道路接続開通に伴う交通安全対策等について
　●大竹駅周辺整備事業の現状と今後の対応について
　●雨水対策事業の現状と今後の対応について

日域　究
　●大切なことは議会ファースト (fast) ですか
　●再度、大竹市選挙管理委員長に再点検作業の実態を問う

原田　博
　●犯罪被害者等支援条例の制定について
　●地域包括ケア構築に向けた市長のお考えを問う　

山崎　年一
　●子どもの貧困対策について
　●岩国基地の諸問題について

寺岡　公章
　●キャリアスタートウィークの状況と成果、今後の展望に

ついて

賀屋　幸治
　●小島雨水滞水池の現状分析と評価について

細川　雅子
　●小方地区における「人づくり・まちづくり」の進め方に

ついて

　
　
法
「
改
正
」
に
よ
り
、要
支
援
１
・

２
の
認
定
を
受
け
な
が
ら
も
、
通
所
・

訪
問
サ
ー
ビ
ス
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
、
更
に
、
福
祉
用
具
利
用
に
つ
い

て
も
、
今
後
介
護
２
ま
で
の
認
定
者
は
、

自
己
負
担
・
介
護
利
用
料
２
割
に
引
き

上
げ
な
ど
、
本
人
や
家
族
の
負
担
増
が

心
配
さ
れ
ま
す
。　
市
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
要
支
援
認
定
を
受
け
た
方
が
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
国

に
お
い
て
介
護
保
険
制
度
改
正
の
審
議

中
で
あ
り
、
今
後
も
動
向
を
注
視
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

問

問

答

答 　
　
国
家
権
力
に
よ
り
国
民
の
個
人

情
報
を
管
理
し
、多
額
の
税
金
を
使
っ

て
運
用
す
る
こ
と
に
批
判
的
意
見
が

絶
え
ま
せ
ん
。

　
現
時
点
に
お
け
る
登
録
件
数
及
び

利
用
状
況
、
ま
た
、
情
報
保
護
対
策

強
化
・
制
度
運
用
拡
大
に
要
す
る
負

担
等
に
つ
い
て
、
報
告
と
説
明
を
求

め
ま
す
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
公
的
身

分
証
明
書
や
所
得
税
な
ど
の
電
子
申
告
に

利
用
で
き
る
も
の
で
、
本
年
８
月
末
現
在

で
、
２
，２
９
２
件
交
付
し
て
い
ま
す
。

情
報
保
護
対
策
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
制
御

や
内
部
不
正
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。

現
在
は
、
新
た
に
シ
ス
テ
ム
化
す
る
業
務

は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
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郷水踏切から

　
　
今
年
度
、
大
竹
地
区
・
立
戸
地

区
に
検
討
業
務
が
予
算
化
さ
れ
た
。

雨
水
対
策
元
年
と
位
置
付
け
一
日
も

早
い
対
応
、
解
決
が
望
ま
れ
る
が
、

今
後
の
対
応
を
問
い
ま
す
。

　
　
新
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
整
備

は
、
道
路
と
一
体
的
に
行
う
た
め
、
今

年
度
は
、
道
路
線
形
や
既
存
道
路
の
接

続
な
ど
の
概
略
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
立
戸
地
区
は
、
冠
水
範
囲
と
時
間
の

軽
減
の
た
め
、
流
末
の
排
水
施
設
を
整

備
し
ま
す
。
概
ね
５
年
間
の
計
画
で
、

今
年
度
は
、
調
査
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
　
今
年
３
月
に
は
再
度
陳
情
も
提

出
さ
れ
、
大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
へ

の
市
民
の
早
期
着
工
・
早
期
完
成
の

要
望
は
強
い
。Ｊ
Ｒ
と
の
基
本
的
事

項
の
合
意
が
で
き
、
事
業
を
加
速
度

的
に
進
め
る
時
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
の
対
応
を
問
い
ま
す
。

　　　
大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
基
本

設
計
案
を
も
と
に
、
関
係
鉄
道
事
業
者

と
事
業
費
削
減
策
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

調
整
が
必
要
な
機
関
が
多
く
、
事
業
規

模
の
大
き
さ
、
特
殊
性
な
ど
か
ら
、
事

業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
体
制
作
り

は
重
要
な
課
題
と
考
え
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
大
願
寺
地
区
造
成
事
業
の
現
状
に

つ
い
て

○
都
市
計
画
道
路
接
続
開
通
に
伴
う

交
通
安
全
対
策
等
に
つ
い
て

　
　
小
方
体
育
館
が
無
く
な
る
こ
と

は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
公
民

館
の
１
階
の
全
部
を
公
民
館
設
置
及

び
管
理
条
例
の
変
更
を
し
て
ま
で
民

間
の
法
人
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
そ
の
拠
点
と
し
て
提
供
す

る
理
由
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
に
も
満
足
な
説
明
は
な
く
、

対
象
区
域
で
あ
る
小
方
中
学
校
区
の

大
部
分
の
自
治
会
長
に
も
説
明
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
唯
一
地
元
の
要
望

で
開
催
さ
れ
た
小
方
二
丁
目
自
治
会

の
住
民
対
象
説
明
会
は
「
シ
ル
バ
ー

入
居
大
反
対
」
の
大
合
唱
で
し
た
。

シ
ル
バ
ー
は
高
齢
者
の
労
務
対
策
事

業
で
あ
り
、
公
民
館
活
動
と
も
福
祉

事
業
と
も
違
い
ま
す
。
公
民
館
を
地

域
福
祉
会
館
と
改
称
し
、
そ
の
１
階

は
シ
ル
バ
ー
が
占
拠
す
る
と
い
う
議

案
は
、
12
月
議
会
ま
で
先
送
り
し
、

そ
の
間
に
市
民
が
納
得
す
る
ま
で
丁

寧
な
地
元
説
明
を
す
べ
き
で
す
。

　
　
小
方
公
民
館
の
廃
止
と
改
修
後
の

方
向
性
は
、
目
途
が
つ
い
た
段
階
の
６

月
に
、議
員
の
皆
様
に
お
示
し
し
ま
し
た
。

　
集
会
機
能
と
し
て
利
用
す
る
小
方
３

自
治
会
役
員
や
、
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
団
体
な
ど
実
際
の
利
用
者
に
配
慮

し
な
が
ら
、
新
た
な
施
設
の
活
用
策
、

必
要
な
機
能
、
管
理
運
営
方
法
等
を
検

討
し
、
地
域
福
祉
活
動
、
住
民
活
動
、

生
涯
学
習
活
動
、
避
難
所
の
４
つ
の
機

能
を
持
つ
施
設
と
し
て
整
備
す
る
方
針

を
定
め
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
、
陳
情
採
択
も
考
慮
し
、

地
域
福
祉
推
進
の
場
と
す
る
施
設
の
方

向
性
に
合
致
す
る
と
考
え
、
大
竹
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
候
補
に
、
１

階
を
使
用
す
る
方
向
で
協
議
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
は
主
に
２
階
の
使
用

に
な
り
ま
す
が
、
稼
働
率
か
ら
は
曜
日

や
時
間
帯
の
工
夫
で
十
分
に
機
能
を
果

た
せ
る
と
考
え
ま
す
。

雨
水
対
策
の
現
状
と

　
　
　
　今
後
の
対
応
に
つ
い
て

大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
の
現
状
と

　
　
　
　今
後
の
対
応
に
つ
い
て

問問

問

答

答

答

北地　範久

日域　究

小
方
公
民
館
廃
止
の
経
緯
に
つ
い
て

市の考えを問う
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子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
問
う

　
　
平
成
28
年
７
月
障
害
者
施
設
で

入
所
者
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
は
、
大

き
な
衝
撃
で
し
た
。

　
一
方
、
平
成
16
年
に
制
定
さ
れ
た

【
犯
罪
被
害
者
基
本
法
】
に
は
、国
・

地
方
公
共
団
体
の
責
務
な
ど
が
示
さ

れ
て
お
り
、
役
割
、
実
行
が
問
わ
れ

ま
す
、
本
市
の
犯
罪
被
害
者
等
条
例

制
定
へ
の
お
考
え
を
問
い
ま
す
。

　
　
県
及
び
県
内
市
町
の
取
組
状
況
を

参
考
に
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定
も
含
め
、
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す

る
総
合
的
な
支
援
策
を
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と
の
う
た
い
文

句
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
、
私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
心
掛
け
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
か
、
お
考
え
を
問
い
ま
す
。

　　
　
住
民
主
体
で
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
地
域
も
あ
り
、
介
護
予
防
意
識
が
高

い
こ
と
が
本
市
の
強
み
で
す
。
高
齢
者

自
身
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
担

い
手
の
一
員
で
あ
り
、
元
気
を
維
持
し
、

地
域
に
お
住
い
の
方
が
そ
の
地
域
の
方

を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
に
は
取
組
に
興
味
を
持
ち
、

積
極
的
に
関
わ
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、

自
助
・
互
助
の
心
構
え
を
持
っ
て
頂
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
米
軍
は
８
月
27
日
か
ら
31
日
ま

で
硫
黄
島
で
訓
練
が
で
き
な
い
場
合
、

岩
国
基
地
で
行
う
と
通
告
し
ま
し
た
。

予
備
基
地
指
定
を
受
け
た
厚
木
・
三

沢
・
岩
国
の
基
地
提
供
自
治
体
や
周

辺
自
治
体
が
す
べ
て
中
止
要
請
や
抗

議
を
し
て
い
ま
す
。
入
山
市
長
は
、

一
度
も
中
止
要
請
や
抗
議
を
し
て
い

ま
せ
ん
。
艦
載
機
移
駐
を
目
前
に
し

て
改
め
て
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

　
　
岩
国
基
地
で
訓
練
を
し
な
い
よ
う

強
く
願
う
の
は
当
然
で
す
。
広
島
県
も

岩
国
基
地
で
実
施
し
な
い
こ
と
や
予
備

施
設
に
指
定
し
な
い
こ
と
を
要
請
し
て

い
ま
す
。
本
市
も
、
特
に
影
響
を
受
け

る
阿
多
田
島
へ
の
配
慮
と
Ｆ
35
Ｂ
配
備

に
伴
う
騒
音
予
測
の
早
期
実
施
と
説
明

を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
厚
労
省
の
調
査
で
は
、
我
が
国

の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
６
人
に
１
人

が
貧
困
状
態
で
、
貧
困
線
は
１
２
２

万
円
で
す
。
本
市
の
実
態
を
正
し
く

把
握
し
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
対

策
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
の
貧
困
の

実
態
把
握
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

　
　
母
子
保
健
や
児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
で
保
護
者
や
子
ど
も
と
接
す
る
際
に

把
握
に
努
め
、
具
体
的
な
支
援
や
見
守

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
へ
の
支
援
制
度
は
、

広
報
紙
等
で
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

未
申
請
の
対
象
家
庭
を
把
握
し
た
場
合

に
は
、
個
別
に
相
談
を
進
め
て
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　
　
　
　
　
　制
定
へ
の
考
え
は

地
域
包
括
ケ
ア
、

　
　わ
た
し
た
ち
は
何
を
す
る
の

問

問

問

問

答

答

答

答

原田　　博

山崎　年一

岩
国
基
地
の
諸
問
題
に
つ
い
て
問
う
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協
力
事
業
所
に
立
て
ら
れ
た
の
ぼ
り

小島雨水滞水池

　
　
今
年
の
夏
も
市
内
の
全
中
学
２

年
生
が
５
日
間
の
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー

ト
・
ウ
ィ
ー
ク
に
挑
み
ま
し
た
。

　
約
10
年
間
継
続
し
て
い
る
こ
の
事

業
で
す
が
、
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る

市
内
事
業
所
の
絶
大
な
ご
協
力
の
も

と
、
学
校
現
場
や
教
育
行
政
で
は
、

長
年
、
大
変
な
ご
苦
労
を
し
て
生
徒

と
事
業
所
を
結
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
近
年
の

状
況
、
ま
た
今
後
の
展
望
の
他
、
学

校
で
の
生
徒
受
け
入
れ
や
、
効
果
を

確
認
す
る
た
め
の
追
跡
調
査
、
関
係

者
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
理
念
の

共
有
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン
の
大

き
な
柱
、「
大
竹
を
愛
す
る
人
づ
く

り
」
と
の
関
連
性
を
ど
う
認
識
し
て

お
ら
れ
る
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
開
始
か
ら
地
道
に
受
入
先
を
増
や

し
、
今
で
は
70
カ
所
を
超
す
事
業
所
で

職
場
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
中
学
校
で
の
受
入
は
学
校
の
現
状
や

生
徒
の
希
望
を
聞
き
検
討
し
ま
す
。
職

場
体
験
を
し
た
生
徒
の
本
市
へ
の
就
職

状
況
は
未
把
握
で
す
が
、
大
竹
で
働
き
、

住
み
続
け
た
い
と
思
う
よ
う
な
生
徒
の

育
成
に
努
め
ま
す
。
取
組
が
形
式
的
に

な
ら
な
い
よ
う
学
校
や
推
進
委
員
会
で

ね
ら
い
を
確
認
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
生
き
方
を
選
択
で
き
る
能
力
、

態
度
を
育
成
す
る
取
組
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
仕
事
と
い
う
新
た
な

視
点
で
ま
ち
と
接
し
、
そ
の
誇
り
と
愛

着
が
や
が
て
大
竹
に
帰
っ
て
く
れ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
受

入
事
業
者
と
も
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を

育
て
る
機
運
が
醸
成
さ
れ
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
　
大
竹
市
の
雨
水
対
策
の
中
で
小

島
雨
水
滞
水
池
は
上
流
域
の
雨
水
調

整
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
近
年
の
地

球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
変
動
で
、
全

国
各
地
で
記
録
的
な
豪
雨
被
害
が
発

生
し
て
お
り
、
本
市
で
も
雨
水
対
策

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

　
小
島
雨
水
滞
水
池
の
航
空
写
真
を

見
る
と
滞
水
面
積
の
約
40
％
位
が
水

面
を
葦
で
覆
わ
れ
、
土
砂
が
堆
積
し

て
い
る
様
に
見
え
る
が
、
こ
の
状
況

で
滞
水
池
と
し
て
の
調
整
能
力
に
つ

い
て
現
状
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、

ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
を
問
い
ま

す
。

　
ま
た
、
直
近
流
入
水
路
の
断
面
積

が
上
流
側
（
幅
4.4
ｍ×

深
1.4
ｍ
）
に

対
し
下
流
側
（
幅
1.6
ｍ×

深
1.4
ｍ
）

が
半
分
以
下
に
絞
ら
れ
た
区
間
が
あ

る
が
、こ
の
対
策
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

　
　
平
成
22
年
度
に
滞
水
池
の
横
断
測

量
調
査
を
実
施
し
、
お
お
む
ね
の
滞
水
能

力
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　
記
録
的
な
豪
雨
被
害
が
全
国
で
発
生
し
、

雨
水
対
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

現
状
で
は
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
ポ

ン
プ
を
先
行
待
機
運
転
し
、
滞
水
池
の
水

位
を
予
め
低
下
さ
せ
る
な
ど
、
浸
水
被
害

等
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
適
切
に
維
持
管
理
を
行
い
、

雨
水
対
策
を
行
い
ま
す
。

　
小
島
雨
水
滞
水
池
へ
の
水
路
断
面
は
、

改
良
を
要
す
る
個
所
が
あ
り
ま
す
が
、
実

施
に
は
相
当
の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
下

水
道
事
業
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
経
営
状
況

を
考
慮
し
時
期
や
手
法
な
ど
を
検
討
す
る

考
え
で
す
。
当
面
は
浚
渫
な
ど
の
維
持
管

理
を
着
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問

小
島
雨
水
滞
水
池
の

  

現
状
分
析
と
評
価
に
つ
い
て

問

答

答

寺岡　公章

賀屋　幸治

キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・

　
　
　 ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て

あ
し

し
ゅ
ん
せ
つ

市の考えを問う
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（仮称）地域福祉会館
の二階部分の図面

　
　
市
長
は
今
議
会
に
お
い
て
、
地

区
公
民
館
で
あ
る
小
方
公
民
館
の
廃

止
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
予
定
で
は
、

平
成
30
年
４
月
に
、
高
齢
者
福
祉
に

軸
足
を
お
い
た
地
域
福
祉
の
活
動
の

場
、
人
は
配
置
し
な
い
空
間
と
し
て

再
出
発
し
ま
す
。

　
地
区
公
民
館
に
は
、
社
会
教
育
と

併
せ
て
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
小
方
地
区
に
お
け
る
社
会
教
育
と

ま
ち
づ
く
り
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

　
　
福
祉
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
、
お

互
い
が
支
え
合
い
、
力
を
出
し
合
っ
て
、

新
し
い
施
設
が
機
能
す
る
仕
組
み
を
つ

く
り
、
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
（
仮
称
）

地
域
福
祉
会
館
を
拠
点
に
、
さ
ら
に
安

心
し
て
過
ご
せ
、
き
ず
な
が
で
き
る
よ

う
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
後
の
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
の
推

進
に
は
、
総
合
市
民
会
館
の
地
区
担
当

職
員
が
中
心
と
な
り
、
地
域
課
題
や
学

習
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
に
努
め
、
生
涯
学

習
講
座
の
充
実
や
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、ま
た
生
涯
学
習
、

社
会
教
育
活
動
の
場
と
し
て
、
協
働
し

た
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て

い
き
ま
す
。

小
方
地
区
に
お
け
る
「
人
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
」
の
進
め
方
に
つ
い
て

問

答

細川　雅子

一 般 質 問第3 回定例会

議　案　な　ど

児
玉
朋
也

末
広
和
基

賀
屋
幸
治

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

大
井
　
渉

網
谷
芳
孝

藤
井
　
馨

山
崎
年
一

日
域
　
究

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

原
田
　
博

田
中
実
穂

山
本
孝
三

審議結果

議案第47号
大竹市立公民館設置及び管理
条例及び大竹市立公民館使用
条例の一部改正について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

議案第48号 市道路線の廃止及び認定につ
いて － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第49号 平成２８年度大竹市一般会計補
正予算〔第２号〕 － ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

議案第50号 平成２８年度大竹市介護保険特
別会計補正予算〔第１号〕 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第51号 平成２８年度大竹市一般会計補
正予算〔第３号〕 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認第4号 平成２７年度大竹市水道事業会
計決算の認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認第5号 平成２７年度大竹市工業用水道
事業会計決算の認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認第6号 平成２７年度大竹市公共下水道
事業会計決算の認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

第３回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。
○ : 賛成　●：反対　― : 議長（議長は採決に加わりません）
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